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 子どもたちが待ちに待った夏休みがやってきました。明日から始まる夏休みは、普段取り組むことがなか

なかできないお手伝いをしたり、自然や社会の中で体験をしたりする絶好の機会です。それぞれ考えた計画

に従って、有意義な夏休みを過ごしてほしいと考えています。夏休みを迎えるにあたって、子どもたちに

は、次のようなことに気をつけてほしいと考えています。 

①「自分で学ぶ力をつける」こと 

  ７月までの学習を振り返り、自分に必要な勉強や自分でやりたい勉強を、自分にあった自分の方法で学 

 んでほしいと思います。 

②「規則正しい生活を送る」こと 

  【早寝・早起き・朝ごはん】という言葉があります。夏休み中も生活リズムを崩さないことが大切で 

 す。ラジオ体操にも参加し、朝からすっきり体を動かしてほしいと思います。 

③「自分の命は自分で守る」こと 

  交通事故、川や海での水の事故には絶対に遭わないようにしてほしいです。そのためには、ルールを 

 しっかり守ることが大切です。交通ルール、川や海でのルールをしっかり守ってほしいと思います。 

 

３７日間の夏休みです。健康に留意し、思い出に残る充実した夏休みにしてほしいです。夏休みが終わった

８月２８日の授業再開日には、一段と大きく成長した子どもたちに会えるのを楽しみにし ています。 

 ７月１８日（火）に学校では、長い夏休み

に向けて、地区子ども会とラジオ体操練習を

行いました。 

 地区子ども会では、夏休みまでの振り返り

を行い、登校時の良かったところや気をつけ

るところについて話し合いました。また、地

区の危険箇所についても、みんなで確認しま

した。 

 ラジオ体操練習では、６年生をお手本にし

ながら、みんなでラジオ体操の練習をしまし

た。規則正しい生活のために、児童には毎日

ラジオ体操に出て、すっきりした１日を過ご

してもらいたいものです。 
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≪水泳指導者を招いて≫ 

  ７月３日と５日のプール学習では、全学年が水泳の楽

しさを教えてもらいました。 

 １・２年生は水遊び、３～６年生は泳ぎの息継ぎなど、学

年に応じた水泳の上達方法を学びました。 

≪夏の課題を進めるにあたって≫ 

  最近ニュースなどで話題になっている生成AI（Generative AI）についてです。夏休みの課題には読書感想文や

日記、自由研究等があります。しかし、これらに生成AIを活用して課題を仕上げ、提出することには十分注意が必要

です。   

  文部科学省「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」によると、生成AIで作ら

れたものをそのまま自分の作品として応募、提出することは不適切または不正な行為となる場合があり、生成AIの作

品そのままでは活動を通した学びを得られず、児童自身のためにならないとされています。そして、生成AIを使用す

る場合は、課題が生成AIを使って良いのか、生成AIの情報が本当に正しいのか検証することが必要だということで

す。児童には、「誰のための、何のための課題か」をよく考えて取り組んでいってほしいものです。 

≪情報モラル講習会≫ 

 ６月２９日（木）子どもたちがインターネットに

よるトラブルに巻き込まれることのないように、

「ネットの危険性と安全な利用について」の講習会

を行いました。学年に応じて、インターネットの正

しい使い方やルールについて学びました。 

≪たてわり活動≫ ～たてわり遊び～ 

  ７月１３日（木）にたてわり遊びを行いました。１年生から６年生までが一つの班になり、６年生がみんなで楽しめる

遊びを計画してくれるものです。みんなで楽しく遊びました。遊びの中には、イス取りゲームやシルエットクイズ、ジェス

チャークイズなどがあり、どの班も楽しい時間を過ごしました。 

  ６年生が、班の子たちのことを考え、どの子も楽しめる遊びになるよう工夫してくれています。優しく教えたり、手助け

をする姿がほほえましいです。さすが、６年生は南小の最高学年です。 


